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2 Ka-12 天然染料染色布上の媒染剤量について
○斉藤麻衣子、脊藤昌子（共立女大）

〔(社) 日本 家 政学 会

【目的】天然染料には多くの場合色素と繊維を結合させるための媒染剤が用いられている。
媒染剤にはアルミや鉄が使用され、用いられる媒染剤によって染色布の色相が異なり、変

退色や基質の劣化へも影響する。本研究では染織文化財の変退色、劣化に及ぼす媒染剤の
影響について調べるために、天然染料染色布上に付着している媒染剤量を調べた。
【方法】試料は絹(生織物、後練り織物)と綿(生機(糊抜き)、精練漂白)の未処理布、媒染
布(AI、Fe)、染色布(クルクミン、ヘマテイン)" を用いた。測定にはＩＣＰ法と蛍光Ｘ線
法を用いた。　ＩＣＰ法では、キェルダール法で試料0.3g を溶解し、多元素シーケンシヤ

ル型ＩＣＰ発光分光分析装置(セイコー電子工業　SPS-1500VR) でAl:396nm 、Fe:260nm にお
ける標準溶液とのピーク比から媒染剤量を算出した。蛍光Ｘ線法では、直径5cm の試料
布を蛍光Ｘ線装置(理学電気工業　System3270)を用いてＸ線管:Rh 管球、管電圧:50kV、管
電流:50iiiA、ステップ:0.02°、測定時間:0.4秒の条件でＸ線強度を測定した。
【結果】ＩＣＰ法から、未処理布上のAI 、Fe 量は少ないこと、媒染布上のAI 、Fe 量は絹
の生織物と後練り、綿の生機(糊抜き)と精練漂白ではほとんど差が無いが、絹には綿の約
２倍付着していること、染色布は媒染布より付着量が多く、絹の後練りより生織物の、綿

の精練漂白より生機(糊抜き)の付着量が多いことが分かった。蛍光Ｘ線法の結果は、Al
媒染布、Al 媒染/染色布、Fe 媒染/染色布のＩＣＰの結果と一致した。　しかしFe 媒染布で
は絹、綿共にI  C  P 法によるFe 量とＸ線強度との間に相関性が見られず、Fe が繊維基質
の内部へ侵入していることが推察された。
1) 斎藤昌子ら、第50 回日本家政学会大会要旨集p.235と同一試料
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2 Kp- 1 錯 化 合物 を形 成 す る 律料 の セ ル ロ ー ス 膜 中 で の 混 合拡 散

○ 飾w 昌子( 奈良 女犬)

【目的】染色は一般に複数勁 吽1を配きして行なわ れる。そcm､･m 墳 で基質表| 祀 競 合や錯化

合物の形成なとの閲 郵 ≡用が起こり、判 刻 判 系における吸着や 拡散とば異なった挙動を示すと考

えられる。本 研究では、謝ﾋ 洽物を形成するi 種 功 料を用いて拡 散実験を うﾆい、とのような拡散

騨ｶ を示すヵ調 べた

【方 去】直 刻 斜C  I. Direct Hue1( 以 下DB1 と1噛 乃およびC  I. Direct Ffed 81 (以下DR81 と略

記 を用いた 混合比(DBI  :Drei) は1 :05 、1:1 および１ ：2 で55 °Cにおい て平衡吸着実

験および脚S嬢 験を 牙った 平衡吸着実 験から吸着等温線を、拡散実験から染 色速変滋線ならびに

濃 変距 雛プロフィールを調べt=o さらに、並列殲 蜘 論を適用して表 勤 謝 欧江s) およびポ ア

拡散係数(Dp)( な夫定を試 みた 。

【描 司 分子量の異なる2 剃 昭 治 系では、親脱力の/】さ い拡散迦変の速い染料 ま、先1こセルロー

ス膜中を拡散する以 後から拡散してきた畷;rめ の大き(､噪 料 こその一部は臨 咄 され 膜吽峨染

料 農度加 表少することを前報で報 告した しかし、錯化合物を形成する染 糾間では、追C 咄 し現象

li起こらずl それぞれz)染料と釧 胎 物の3 稼 昭 治 拡散してI 喝 と考えられた。
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